
東日本大震災被災者 
自立支援金を支給します 

市は、東日本大震災により居住していた住居が全壊、 

大規模半壊または半壊の被災をした世帯に自立支援金を 

支給します。 

なお、相馬市仮設住宅入居支度金10万円を受領した 

世帯には支給されません。 

1 .支給の内容一世帯につき 1 0万円 

2 .対象次の全ての条件を満たす世帯 

©平成2 3年 3月1 1日現在で相馬市に住民登録がある。 

©居住していた住居の被災が全壊、大規模半壊または半 

壊である。 

©応急仮設住宅や県借上民間賃貸住宅などに入居する世 

帯または自宅や親類宅などで生活する世帯。 

3 .必要なもの 

©申請書（窓口にあります） 

(Dり災証明書（義援金や被災者生活再建支援金を申請し 

た方は不要です） 

③住民粟（世帯全員のもの） 

※市内に居住している方は不要です。 

©申請者の通帳またはキャッシュ力一ド 

©印かん 

3 .受付場所社会福祉課（市役所分庁舎1階） 

4 . 受 付 時 間 8 時 3 0 分 〜 1 7 時 

(日曜日•国民の祝日を除く） 

• 問 い 合 わ せ 先 社 会 福 祉 課 ( E 37-2171) 

津波で流出した写真や位牌を公開しています 

ぜひご覧いただき、思い出の品をお持ち帰りください 

參公開場所旧相馬女子高校（中村字川原町） 

• 公 開 時 間 1 0 時 〜 1 5 時 

(土日•祝日も公開しています） 

•問い合わせ先災害ボランティアセンター 

(a 36-7827) 
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美しい相馬の海と山とを、うたいつぐふるさ 
とのうたと共に、あすのくらしにのこそう。 
報徳の訓えに心をはげまし、うまずたゆまず 
豊かな相馬をきずこう。 
ふるきをたずね、新しい相馬のまちづくりに 
一人一人の力をかたむけよう。 

相
続
放
棄
等
の
熟
慮
期
間 

を
延
長
す
る
法
律
が
成
立 

こ
の
法
律
は
東
日
本
大
震
災
の 

被
災
者
で
あ
る
相
続
人
に
つ
い
て
、 

相
続
の
承
認
ま
た
は
放
棄
を
す
べ 

き
期
間
を
平
成
2
3
年
；
：
月
3
0
日
ま 

で
延
長
す
る
も
の
で
す
。
6
月
の 

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

•
対
象
と
な
る
方 

次
の
条
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す 

方 ©
平
成
m
年
3
月
n
日
に
、
次
の 

市
町
村
に
住
所
を
有
し
て
い
た
方 

(
2
)
平
成
ぬ
年
1
2
月
1
1
日
以
降
に
自 

己
の
た
め
に
相
続
の
開
始
が
あ
つ 

1 

た
こ
と
を
知
っ
た
方 

【

対
象
と
な
る
市
町
村】

 

•
福
島
県
、
宮
城
県
、
岩
手
県 

全
市
町
村 

•
青
森
県=

八
戸
市•

上
北
郡
お 

い
ら
せ
町 

•
茨
城
県=

水
戸
市•

日
立
市•

 

土
浦
市
•
石
岡
市
•
龍
ヶ
崎
市
. 

下
妻
市
.
常
総
市
•
常
陸
太
田
市•

 

高
萩
市
•
北
茨
城
市•

笠
間
市•

 

取
手
市•

牛
久
市
•
つ
く
ば
市•

 

ひ
た
ち
な
か
市•

鹿
嶋
市•

潮
来 

市•

常
陸
大
宮
市•

那
珂
市•

筑 

西
市•

稲
敷
市•

か
す
み
が
ぅ
ら 

市
•
桜
川
市
•
神
栖
市
•
行
方
市
. 

鉢
田
市
•
つ
く
ば
み
ら
い
市•

小 

美
玉
市•

東
茨
城
郡
茨
城
町•

大 

洗
町
•
城
里
町•

那
珂
郡
東
海 

村•

久
慈
郡
大
子
町•

稲
敷
郡
美 

浦
村•

阿
見
町
•
河
内
町
•
北
相 

馬
郡
利
根
町 

•
栃
木
県=

宇
都
宮
市
•
小
山 

市
•
真
岡
市•

大
田
原
市•

矢
板 

市•

那
須
塩
原
市•

さ
く
ら
市•

 

那
須
烏
山
市•

芳
賀
郡
益
子
町•

 

茂
木
町•

市
貝
町
.
芳
賀
町
•
塩 

谷
郡
高
根
沢
町•

那
須
郡
那
須 

町•

那
珂
川
町 

•
千
葉
県
H
千
葉
市
美
浜
区•

旭 

市•

習
志
野
市•

我
孫
子
市•

浦 

安
市•

香
取
市
•
山
武
市•

山
武 

郡
九
十
九
里
町 

•
新
潟
県=

十
日
町
市
•
上
越 

市•

中
魚
沼
郡
津
南
町 

•
長
野
県=

下
水
内
郡
栄
村 

※
既
に
単
純
承
認
を
し
た
場
合
や
、 

相
続
財
産
の
全
部
ま
た
は
一
部 

を
処
分
し
て
い
た
場
合
に
は
、 

相
続
放
棄
や
限
定
承
認
を
す
る 

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

參
問
い
合
わ
せ
先
法
テ
ラ
ス•

 

サ
ポ
丨
ト
ダ
イ
ヤ
ル(

a
o
5
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7
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I
P
電
話
か
ら
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s
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•
受
付
時
間
平
日(

9
時〜

2
1 

時)

.
土
曜(

9
時〜

1
7
時)

 



1 

空 

1 

市 
間 内 

射 
線 

域 
T/Iv 

メ 
ツ 

W 
所 
で 

シ 

調 
査 
を 

施 

| 1 
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学校名 場所 測定点 
(地面からの高さ） 

6月21曰 
測定結果 

7月7日 
測定結果 

大野幼•小学校 幼稚園雨樋の流れ込み 1 cm 1.54 0.40 

山上幼•小学校 
体育館北側側溝 1 cm 2.82 0.81 

山上幼•小学校 体育館通路（雨樋下） 1 cm 170 0.57 山上幼•小学校 

幼稚園北側屋根下 1 cm 3.04 0.94 
中村第二小学校 校庭バックネッ卜前 1 cm 1.66 0.11 

桜丘小学校 
生活科室前側溝 1 cm 5.81 076 

桜丘小学校 1年3組前側溝 1 cm 4.57 0.53 桜丘小学校 

さくら子ども教室前側溝 1 cm 3.98 1.22 

飯豊幼•小学校 
渡り廊下雨樋 1 cm 5.07 0.45 

飯豊幼•小学校 幼稚園外倉庫の雨樋 1 cm 2.63 0.41 飯豊幼•小学校 

幼稚園外花壇 1 cm 1.82 0.50 

日立木幼•小学校 
なかよし教室外北排出ロ 1 cm 1.21 0.79 日立木幼•小学校 
中庭外南側溝 1 cm 1.13 0.54 

八幡幼•小学校 

うさぎ小屋前 1 cm 7.72 0.50 
八幡幼•小学校 校庭雲悌下 1 cm 1.05 0.49 八幡幼•小学校 

園庭南 1 cm 1.03 0.26 

中村第一中学校 校舎東側排水ロ 1 cm 10.40 0.49 中村第一中学校 
校舎北側排水ロ 1 cm 4.09 0.81 

向陽中学校 
体育館外西側排水ロ 1 cm 1.63 0.31 向陽中学校 
体育館外北側排水ロ 1 cm 2.17 0.36 

市
教
育
委
員
会
で
は
、
6
月
M
B
、
市
内
各
学
校
の
敷
地
内
別
地
点
の
放
射
線
量
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
を
実 

施
し
ま
し
た
。 

測
定
の
結
果
、
雨
樋
の
下
の
土
、
排
水
溝
に
留
ま
っ
た
泥
、
側
溝
の
泥
、
植
え
込
み
の
土
な
ど
が
局
所
的
に 

1
マ
イ
ク
ロ
シ
丨
ベ
ル
ト(

M
s
v
/
h)

以
上
と
な
っ
て
い
る
地
点
が
乃
地
点
あ
リ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
地
点
で
は
、
児
童
生
徒
が
近
づ
か
な
い
よ
ぅ
に
立
入
禁
止
な
ど
の
制
限
を
し
、
土
や
泥
の
除
去
な 

ど
を
行
い
、
放
射
線
量
を
下
げ
る
対
策
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
ま
す
。 

単位：八S v /h) 

局所的に放射線量が高い地点のうち 

対策を実施した場所の測定結果（7月7曰現在: 

※今回の対策は、6月21曰から7月7曰までに、学校職員、PTA、教育委員 

会職員が実施したものです。 

※玉野幼•小中学校は、高圧洗淨器で壁面などのコンクリートを除染し、その後 

表土処理を行い、処理後の7月15日に再測定します。 

※各学校のその他の除染結果につきましては、随時市ホームページなどで公表し 

ています。 

！183) 

37-2185) 

0 37 

a 

問い合わせ先•教育委員会総務課 

•教育委員会学校教育課 

市
で
は
、
6
月
1
8
日
に
放
射
線 

量
が
局
所
的
に
高
い「

ホ
ッ
ト
ス 

ポ
ッ
ト」

の
有
無
を
確
認
す
る
た 

め
の
メ
ッ
シ
ユ
誠
査
を
実
施
し
ま 

し
た
。 

•
測
定
方
法 

市
内
を
1
キ
ロ
メ
丨
ト
ル
四
方 

で
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
の 

中
で
代
表
的
な
m
箇
所
で
測
定
。 

地
上
か
ら
1
メ
^~

ト
ル
の
高
さ 

で2

秒
お
き
に
5
回
計
測
し
、
そ 

の
平
均
を
算
出
。 

地
表
面
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と 

土
の
2
箇
所
を
計
測
。 

•
測
定
機
器 

ポ
リ
マ
ス
タ
丨
社
製
P
M
1 

7
0
3
M
O 

1 

•
測
定
結
果 

•
市
街
地
•
沿
岸
部
=
o
.
0
9 

〜

o•

9
6
マ
イ
ク
ロ
シ
1
ベ
ル 

h 

2 

5 

•
 •
d
.

間
部
=
o 
• 
2
9
, 

o
マ
イ
ク
ロ
シ—

ベ
ル
ト 

こ
の
測
定
結
果
に
対
す
る
東
京 

大
学
医
科
学
研
究
所
の
坪
倉
正
治 

先
生
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り 

で
す
。 

「

ホ
ツ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
思
わ
れ
る 

よ
う
な
局
所
的
線
量
の
高
い
地
域 

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
た 

だ
し
、
玉
野
地
区
の
居
住
地
域
で 

は
全
体
的
に
1
.
1
3〜

2
• 

5
0
マ
イ
ク
ロ
シ
丨
ベ
ル
ト
の
値 

を
示
し
て
い
る
の
で
、
生
活
に
お 

い
て
注
意
が
必
要
で
す」

 

•
生
活
上
の
注
意
点 

6
月
に
市
内
で
開
催
し
た「

放 

射
線
と
健
康
影
響
に
関
す
る
説
明 

ムM」

で
東
京
大
学
医
科
学
研
究
所 

か
ら
紹
介
の
あ
つ
た
主
な
生
活
上 

の
注
意
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

•
砂
ぼ
こ
り
な
ど
、
チ
リ
が
舞
う 

よ
う
な
こ
と
は
で
き
れ
ば
し
な
い
。 

•
土
を
い
じ
る
な
ら
、
マ
ス
ク
を 

し
た
ほ
う
が
無
難
。 

•
う
が
い
や
手
洗
い
、
洗
濯
を 

し
つ
か
り
行
う
。 

|
>

人
が
入
つ
て
い
か
な
い
よ
う
な 

と
こ
ろ
に
は
行
か
な
い
。 

※
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
生
活 

環
境
課
窓
口
、
各
公
民
館
窓
口
、 

市
ホ
^ 4

ぺ
^—

ジ
で
ご
覧
い
た 

だ
け
ま
す
： 

•
問
い
合
わ
せ
先
生
活
環
境
課 

{

 

S
3
7
2
2
0
1)

 

市
立
幼
•
小
•
中
学
校
放
射
線
量
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
を
実
施
し
ま
し
た 



畚総繊維の繊維数濃度（単位：本/リットル） 

測定地点 測定値 

1.光陽地内 
(災害廃棄物集積場） 

3.30 

2.尾浜地内（加都屋交差点） 0.86 

3.岩子地内（消防屯所） 1.40 

4.新田地内 
(結城農機店前交差点） 

1.70 

5.磯部地内（堰場橋丁字路） 1.10 

6.光陽地内 
(ソフトボール場） 

0.61 

測定地点 測定値 

7.細田地内 
(松ヶ江地下道交差点） 

0.61 

8.北飯渕地内（角田公園） 0.61 

9.中村地内 
(市役所分庁舎前） 

0.98 

10.曰下石地内 
(国道6号ロ一ソン前） 

0.61 

© 広 報 そ う ま H 2 3 . 7.15 

•
調
査
場
所 

被
災
地
区
や
住
宅
地
な
ど
、
市 

内
の
川
箇
所
で
測
定
。 

•
測
定
方
法 

環
境
省
作
成
の「

ア
ス
ベ
ス
ト 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル(

第 

4
.
0
版)」

に
準
拠
。 

•
調
査
項
目 

環
境
大
気
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
繊 

維
数
の
濃
度
。(

総
繊
維
数
を
計 

測
し
、
電
子
顕
微
鏡
に
よ
り
ア
ス 

ベ
ス
ト
を
同
定)

 

•
測
定
結
果 

全
て
の
測
定
箇
所
で
、
総
繊
維 

濃
度
が
、
敷
地
境
界
基
準
で
あ
る 

1
0
本\

リ
ッ
ト
ル(

大
気
汚
染
防 

止
法
施
行
規
則
第
1
6
条
の
2)

を 

下
回
っ
て
い
ま
す
。 

※
総
繊
維
に
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
以 

外(

グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
丨
な 

ど)

も
含
む
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
生
活
環
境
課 

(

a
M
2
1
4
2)

 

市
内
の
大
気
中
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
測
定
結
果 

市
で
は
、
6
月
1
0
日
に
市
内
の
大
気
中
ア
ス
べ
ス
卜
濃
度
の
測
定
を
行 

い
ま
し
た
。 

測
定
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

知
つ
て
お
こ
う
！
熱
中
症
の
予
防
と
応
急
処
置 

•
熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に 

•
ポ
イ
ン
ト
1
体
調
を
整
え
る 

睡
眠
不
足
や
風
邪
気
味
な
ど
、 

体
調
の
悪
い
と
き
は
外
出
や
運
動 

は
控
え
ま
し
よ
う
。 

•
ポ
イ
ン
ト
2
服
装
に
注
意 

通
気
性
の
良
い
洋
服
を
着
て
、 

外
出
時
に
は
幢
子
を
か
ぶ
り
ま 

し
よ
う
。 

•
ポ
イ
ン
ト
3
こ
ま
め
に
水
分 

補
給 

「

の
ど
が
掲
い
た」

と
感
じ
た 

時
に
は
、
す
で
に
か
な
り
の
量
の 

水
分
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
定
期 

的
に
少
し
ず
つ
水
分
を
補
給
し
ま 

し
よ
う
。
特
に
夏
場
は
汗
と
一
緒 

に
塩
分
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
考
え 

る
と
、
0
.
1
%
程
度
の
塩
水
も
し
く 

は
ス
ポ
^“

ツ
ド
リ
ン
ク
を
飲
む
の 

が
お
勧
め
で
す
。 

•
ポ
イ
ン
ト
4
年
齢
も
考
慮
に 

入
れ
て 

お
年
寄
り
や
小
さ
な
子
ど
も
は
、 

熱
に
対
す
る
体
温
調
節
が
う
ま
く 

い
か
ず
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
と 

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
を
意
識 

し
て
予
防
を
心
掛
け
る
こ
と
が
大 

切
で
す
。 

•
熱
中
症
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
ら 

•
涼
し
い
日
陰
や
ク
I
ラ
I
の
効 

い
た
室
内
な
ど
に
移
動
す
る 

•
衣
服
を
ゆ
る
め
て
休
む 

•
体
を
冷
や
す 

•
氷
や
冷
た
い
水
で
ぬ
ら
し
た
タ 

オ
ル
を
腋
の
下
な
ど
に
当
て
る
。 

•
氷
や
冷
た
い
水
が
な
い
場
合
は
、 

タ
オ
ル
や
う
ち
わ
な
ど
を
使
つ
て 

あ
お
ぎ
、
風
を
送
っ
て
冷
や
す
。 

•
水
分
を
補
給
す
る 

•
水
分
だ
け
で
は
な
く
、
汗
に 

よ
っ
て
失
わ
れ
た
塩
分
も
補
給
す 

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
x
%
く
ら 

い
の
塩
水
か
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク 

を
少
し
ず
つ
何
回
に
も
分
け
て
補 

給
し
ま
し
よ
う
。 

※
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
よ
う 

•
意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
て
い
る 

と
き
は
、
無
理
に
ド
リ
ン
ク
な
ど 

は
飲
ま
せ
な
い
。 

•
回
復
し
て
も
し
ば
ら
く
安
静
を 

保
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機
関
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診
す
る
。 
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先
相
馬
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こ
れ
か
ら
の
時
期 

食
中
毒
に
ご
用
心
！ 

細
菌
に
よ
る
食
中
毒
の
予
防
に 

は
、
次
の
3
原
則
を
守
る
こ
と
が 

大
切
で
す
。 

1
細
菌
を「

つ
け
な
い」

 

手
や
調
理
器
具(

包
丁
、
ま
な 

板
な
ど)

の
洗
浄
消
毒
を
よ
く
行 

い
、
清
潔
に
し
ま
し
よ
う
。 

2
細1

国
を「

ふ
や
さ
な
い」

 

食
品
を
室
温
で
長
時
間
保
存
し 

な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。 

•
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
に
保
存
•
早 

め
に
食
べ
る 

3
細
菌
を「

や
っ
つ
け
る」

 

加
熱
し
て
や
っ
つ
け
る
。 

※
中
心
温
度
肋0

0
以
上
で
1
分
間 

以
上
加
熱 

•
食
中
毒
か
な
？
と
思
っ
た
ら 

食
べ
物
が
原
因
で
、
吐
き
気
、 

嘔
吐
、
腹
痛
、
下
痴
、
発
熱
な
ど 

の
症
状
が
あ
る
場
合
、
も
し
か
す 

る
と「

食
中
毒」

か
も
し
れ
ま
せ 

ん
。
医
師
の
診
察
治
療
を
受
け
る 

こ
と
が
大
切
で
す
。
素
人
判
断
は 

危
険
で
す
。
特
に
下
痢
止
め
は
素 

人
判
断
で
は
飲
ま
な
い
よ
う
に
し 

て
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
保
健
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東曰本大震災による被災された方の市税などの減免のご案内 

參 問 い 合 わ せ 先 税 務 課 ( S 37-2127) 

次の表のとおり、要件により市県民税および固定資産税を減免基準や減免割合に基づいて減免を受けることが 

できます。 

•人的な被災による減免について 

減免対象 要 件 減免割合 

市県民税衲税義務者 
震災によリ、死亡または行方不明となった 

全額 市県民税衲税義務者 震災により、生活保護を受けることになった 
全額 市県民税衲税義務者 

震災によリ、障がい者となった 9/10 

•家屋などの被災による減免について 

減免対象 要 件 
リ災証明 
の内容 

合計所得金額に応じた減免割合 
減免対象 要 件 

リ災証明 
の内容 500万円以下 

500万円超〜 

750万円以下 
750万円超〜 

1千万円以下 

市県民税衲税義務者が 
被災された家屋などを 
所有し、かつその家屋 
に居住しているもの 

•損害の金額が、被災され 
た家屋などの価格の10分の 
2(半壊）以上の場合 
參前年の合計所得金額が、1 
千万円以下の当該衲税義務者 
※紬税義務者が扶養している 
配偶者や親族が所有してい 
れば対象となリます。 

大規模半壊 
全額 1/2 1 /4 

市県民税衲税義務者が 
被災された家屋などを 
所有し、かつその家屋 
に居住しているもの 

•損害の金額が、被災され 
た家屋などの価格の10分の 
2(半壊）以上の場合 
參前年の合計所得金額が、1 
千万円以下の当該衲税義務者 
※紬税義務者が扶養している 
配偶者や親族が所有してい 
れば対象となリます。 

半壊 1/2 1 /4 1 /8 

•所得や収入の減少による減免について 

減免対象 要 件 平成22年中 
の合計所得 

対象税額の算出 減免割合 

市県民税衲税義務者で 
事業収入などが減少し 
た方 

春平成23年中の合計所得金額が平成22 
年中の合計所得金額と比較して、それぞ 
れ10分の3以上減少となった方 
•前年中の合計所得金額が、1千万円以 
下であること 
•減少する事業収入などにかかる所得以 
外の所得の合計額が400万円以下である 
こと 
※減免の決定は、平成23年中の合計所 
得が確定する平成24年3月以降にな 
ります。 

300万円以下 

税額X (A-B)/A X減免割合 

A ： H22年中の合計所得 
B ： H23年中の合計所得 

全額 

市県民税衲税義務者で 
事業収入などが減少し 
た方 

春平成23年中の合計所得金額が平成22 
年中の合計所得金額と比較して、それぞ 
れ10分の3以上減少となった方 
•前年中の合計所得金額が、1千万円以 
下であること 
•減少する事業収入などにかかる所得以 
外の所得の合計額が400万円以下である 
こと 
※減免の決定は、平成23年中の合計所 
得が確定する平成24年3月以降にな 
ります。 

400万円以下 

税額X (A-B)/A X減免割合 

A ： H22年中の合計所得 
B ： H23年中の合計所得 

8/10 

市県民税衲税義務者で 
事業収入などが減少し 
た方 

春平成23年中の合計所得金額が平成22 
年中の合計所得金額と比較して、それぞ 
れ10分の3以上減少となった方 
•前年中の合計所得金額が、1千万円以 
下であること 
•減少する事業収入などにかかる所得以 
外の所得の合計額が400万円以下である 
こと 
※減免の決定は、平成23年中の合計所 
得が確定する平成24年3月以降にな 
ります。 

550万円以下 

税額X (A-B)/A X減免割合 

A ： H22年中の合計所得 
B ： H23年中の合計所得 

6/1〇 

市県民税衲税義務者で 
事業収入などが減少し 
た方 

春平成23年中の合計所得金額が平成22 
年中の合計所得金額と比較して、それぞ 
れ10分の3以上減少となった方 
•前年中の合計所得金額が、1千万円以 
下であること 
•減少する事業収入などにかかる所得以 
外の所得の合計額が400万円以下である 
こと 
※減免の決定は、平成23年中の合計所 
得が確定する平成24年3月以降にな 
ります。 

750万円以下 

税額X (A-B)/A X減免割合 

A ： H22年中の合計所得 
B ： H23年中の合計所得 

4/10 

市県民税衲税義務者で 
事業収入などが減少し 
た方 

春平成23年中の合計所得金額が平成22 
年中の合計所得金額と比較して、それぞ 
れ10分の3以上減少となった方 
•前年中の合計所得金額が、1千万円以 
下であること 
•減少する事業収入などにかかる所得以 
外の所得の合計額が400万円以下である 
こと 
※減免の決定は、平成23年中の合計所 
得が確定する平成24年3月以降にな 
ります。 75〇万円超〜 

1千万円以下 

税額X (A-B)/A X減免割合 

A ： H22年中の合計所得 
B ： H23年中の合計所得 

2/10 

oニつ以上の規定に該当する場合は、最も減免額の大きなものを適用します 

•固定資産税の被災による減免について 

固定資産を所有する衲税義務者について下の表のとおり実施します。損害の程度による減免割合に基づくものです。 

区分 損害の程度 減免割合 備 考 

土地 

被害面積が、当該土地の面積の8/10以上であるとき 全額 亀裂による被害の場合 
•対象となる亀裂 
4亀裂による大規模 

な土地の沈下や陥没 
•対象外となる亀裂 
4単純な平面亀裂 

土地 
被害面積が、当該土地の面積の6/10以上8/10未満であるとき 8/10 

亀裂による被害の場合 
•対象となる亀裂 
4亀裂による大規模 

な土地の沈下や陥没 
•対象外となる亀裂 
4単純な平面亀裂 

土地 
被害面積が、当該土地の面積の4/10以上6/10未満であるとき 6/10 

亀裂による被害の場合 
•対象となる亀裂 
4亀裂による大規模 

な土地の沈下や陥没 
•対象外となる亀裂 
4単純な平面亀裂 

土地 

被害面積が、当該土地の面積の2/10以上4/10未満であるとき 4/10 

亀裂による被害の場合 
•対象となる亀裂 
4亀裂による大規模 

な土地の沈下や陥没 
•対象外となる亀裂 
4単純な平面亀裂 

豕屋 
全壊•大規模半壊であるとき 全額 豕屋 
半壊であるとき 5/10 

償却資産 

価格の8/10以上の価値を減じたとき 全額 

償却資産 
価格の6/10以上8/10未満の価値を減じたとき 8/1〇 償却資産 
価格の4/10以上6バ0未満の価値を減じたとき 6/10 

償却資産 

価格の2/10以上4/10未満の価値を減じたとき 4/10 
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•減免の申請方法 

減免を申請される方は、市税務課で減免申請書に必 

要事項を記入し、平成24年3月2 6日（月）までに 

提出してください。 

•持参するもの 

•申請人の印かん•家屋などの被災の場合は、り災証 

明書の写し（申請書に添付） 

※住宅に損害を受けた方でり災証明の申請をしていな 

い方は、市総務課で受け付けていますのでり災証明 

書の発行を受けてください。 

•減免申請中の衲付について 

すでに減免申請を受け付けていますが、申請を行つ 

ても減免決定までに時間を要しますので、決定される 

までは通常どおりに衲付をお願いします。 

※特に事業収入などの減少による減免は、来年2月 

から行う平成23年分の申告で合計所得額の確定後 

に、減免割合に基づいて減免となりますのでご理解 

をお願いします。 

現在、震災による影響で収入が減少し期限までの衲 

付が困難な場合は、審査により徴収猶予などの対応を 

しますのでご相談ください。 

7月以降に減免申請をした方は、1期目の訥付書で 

訥めていただき2期目（10月発送）以降に紬付済額 

との差額を調整し、多く衲めた方につきましては還付 

します。 

特別徴収（給料天引き）の方は、後日衲付額との差 

額を9月徴収分以降で税額などの調整をします。 

平成2 2年度の市県民税についても3月1 1日以降 

に訥期が訪れる部分については、同様の取り扱いにな 

ります。 

(T 

•減免決定および通知 

申請書を審査のうえ、減免の可否および減免額を決 

定して、市県民税決定•変更通知書を送付します。 

•人的被災並びに家屋等被災によリ減免対象になった 

場合 

I. 6月28日以前に申請した方には、1期目（7月 

発送）に送付します。 

H. 6月29日以降に申請した方には、2期目（10 

月発送）以降に衲付済額（1期目分）との差額を 

調整して送付します。 

•事業収入などの減少によリ減免対象になる場合 

来年2月から行う平成23年分の申告で合計所得額 

の確定後に、減免の可否および減免額を決定します。 

•軽自動車税の減免について（震災によリ滅失や運行 

不能となった車両にかかる減免） 

震災で被災された車両について、減免申請書で流 

失•損壊などを確認できれば、衲税通知書を発送しま 

せん。 

なお、車両は被災したが減免申請をしていないため 

衲税通知書が届いた方は、市税務課までご連絡くださ 

い。 

まだ、被災された車両について廃車などの抹消登録 

をされていない方は、福島県軽自動車検査協会福島事 

務所（ S 024-546-3222)や車輛販売店などにご相談 

のうえ、手続きをお願いします。 

※震災で被災された車両の代替として購入された自動 

車（同等の車両）の自動車取得税や軽自動車税が非 

課税となります。 

被災者支援なんでも行政相談 
行政機関などが一堂に集まって、ワンストップで様々な 

ご相談に応じます。 

困っていること、知りたいことなどがございましたら、 

なんでもご相談ください。ご相談は無料、秘密厳守です。 

日 時 7 月 2 7 日 （ 水 ） 1 0 時 〜 1 5 時 

場所相馬市総合福祉センター（はまなす館） 

第3会議室（2階） 

主催総務省福島行政評価事務所、相馬市 

問い合わせ先 

総務省福島行政評価事務所 

(S 024-534-1101) 

生活環境課（ S 37-2144) 

J 
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力軽自動車税廃車申告受付書の写し 

•廃車を証明する書類上の名義と取得した車両の名 
義が異なる場合 

=>運輸支局などの登録担当者（窓口担当者）印 
が押印された被災者から買取（引取）を行い 
抹消登録手続きを行った旨の申立書 

•被災車両の所有者が亡くなっている場合 
^戸籍謄本または、代替車両の所有者が被災車 

両の所有者の相続人であることがわかるもの 

•被災車両の所有者が消滅した法人の場合 
=>法人にかかる登記事項証明書または消滅法人 

と合併•分割承継法人の関係がわかるもの 

H23. 7 . 1 5広報そうま© 

ァ自動車取得税が非課税となったことを都 
道府県知事が証する書類 

ィ登録事項等証明書（普通自動車）または 
検査記録事項等証明書(軽自動車)の写し 
※「被災車両」と記載のあるもの 

•イ、ウの書類に「被災車両」の記載がない場合 
=>再度申請をして証明書を取得してください。 

•イ、ウの書類が入手できない場合もしくは、エ〜 
力の書類に「被災車両」の記載がない場合 

力被災申立書（市税務課に申し出てください） 

普通自動車 
軽自動車 
(3輪以上） 

二輪車 

小型特殊自動車 

東日本大震災によリ被災された車両の 
代替車両の軽自動車税などの非課税捲置 

東日本大震災によって被災され、滅失•損壊した車両の代替車両と 

して取得した軽自動車などは、平成23年度分から平成25年度分ま 

での軽自動車税が非課税となります。 

•対象となる車両 

被災した車両の所有者（所有権留保の場合は使用者）が、平成23 

年 3月 1 1曰から平成2 5年 4月 1曰までに取得した車両で、次の内 

容に該当する車両が非課税となります。 

税務課（0 37-2127) 

滅失•損壊した車種 代替車種 自動車取得税 軽自動車税 備考 
普通自動車 
軽自動車 
(3輪以上） 

普通自動車 
軽自動車 
(3輪以上） 

— 非 課 税 
自家用自家用のみ対象 
営業用—営業用のみ対象 

非§田
;
伊 

自家用—自家用のみ対象 
営業用—営業用のみ対象 

二輪車 二輪車 取扱い無し 非課税 排気量は問わない 

小型特殊自動車 小型特殊自動車 取扱い無し 非課税 

«申請に必要な書類 

(1)軽自動車税非課税申請書（※様式は市税務課窓口にあります） 

(2)被災車両として廃車されたことを証する書類として、次の表の 

ア〜力のうち1つ提出してください。 

(3 )代理申請する場合は、代理申請にかかる委任状が必要となります。 

滅失•損壊した車種 廃車されたことを証する必要書類 追加書類が必要となる場合 

証 
3
1 廃 

の

は 

も

た 

し

る

ま 

写

あ

書 

の
の
し
付 

書
載
写
受 

明
記
の
告 

証
と
書
申 

等
J
告
車 

項
両
申
廃 

事
車
税
税
し 

録
災
車
車
写 

記
被
動
動
の 

査
r
自
自
書 

検
※
軽
軽
明 

ウ

H

才 



互ニ S著 

時刻 通過場所 

9時30分出発 大手門 

i 市役所前 

i 荒井町交差点 

i 駅前交差点 

i 馬陵通り田町交差点 

i 宇多川橋 

11時到着予定 イオン（旧ジャスコ）相馬店駐車場 

7月23日（土） 
相馬野馬追実施に伴う交通規制のお知らせ 

相馬野馬追執行委員会では、今年の相馬野馬追を「東 

日本大震災復興相馬三社野馬追」として実施します。 

今年の市内騎馬行列は、7月23日（土）のみとな 

ります。 

行列の際には、交通規制を行いますので、 

ご協力をお願いします。 

•交通規制時間 

ご理解と 

•問い合わせ先観光物産課 ( S 37-2155) 

春お繰出し行列 

•お上がり行列 

O 広報そうま H 2 3 . 7.15 

行列順路 行列順路 

交通規制 交通規制 

月 曰 時 間 内 容 

7月23日（土） 
9 ： 00 〜11：30 お繰出し行列 

7月23日（土） 
15 ： 30 〜17 ： 30 お上がり行列 

通過場所 

イオン（旧ジヤスコ）相馬店駐車場 
相馬郵 ^ : . 

中野踏切 

宇多川橋 

星写真館目リ 

フレスコキクチ目リ 
つ 中 村 第 一 小 穿 校 》 

讀 
ク相馬高等学校 市役所目リ 

17時到着予定 大手門 

行列順路、通過時刻および通過場所 



免除の理由 必要書類 

©住宅が全半壊、全半焼またはこれに準ず 
る被災をした方 リ災証明書 

@主たる生計維持者が死亡または重大な心 

身障害を受け、または長期間入院したこと 
により、収入が著しく減少した方 

•死亡=死亡診断書（死体検案書） 

•重大な心身障害、長期間入院=診断書など 
(一ヶ月以上の治療を有する場合） 

©主たる生計維持者の行方が不明である方 警察などに行方不明者に係る届出をしていることが確認できる 
もの 

6王
7

こ亡王St稚持有か業務を廃止し、また税務署に提出した廃業届など 

は休止した方 （詳しくは税務署にお尋ねください） 

ぼ王たる生計維持者が失職し、現在収入が雇用保険受給資格者証など 

なしヽ 方 （雇用保険受給中は対象となりま甘ん） 

A福島原発事故による避難指示地域、計画 

的避難区域および緊急時避難準備区域住民 
であつた方 

住民粟の写し（避難指示地域、計画的避難区域および緊急時避 
難準備区域に住所があつたことが確認できるもの） 

公告島芒発*故による特定避難勧奨地点の住民粟の写し（特定避難勧奨地点に住所があったことが確認で 
住民であつた方 きるもの） 

※必要書類がそろえられない方は、その旨を申し出てください。 

介護保険利用者負担額減額•免除認定証を介護事業 

所に提示することによって、平成24年2月29日 

までサービス利用料（一割の自己負担分）の免除が 

継続されます。 

今
回
の
震
災
に
ょ
り
被
災
さ
れ 

た
介
護
保
険
の
被
保
険
者
は
、
7 

J

日J
 

月
ー
曰
か
ら
は
、
市
が
発
行
す
る 

護
2 

M 

介

護

保

険

利

用

者

負

担

額

減

額

.

八

の 

免
除
認
定
証
を
介
護
事
業
所
に
提 

証

年

知 

示
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
平
成
M 

淀

M

担 

年
2
月
2
9
日
ま
で
サ—

ビ
ス
利
用 

隨g

は 

料(
1

割
の
自
己
負
担
分)

の
免 

免

、

自 

除
が
継
続
さ
れ
ま
す
。 

額
バ|

 

認
定
証
を
提
示
し
な
い
と
、
自 

1
ょ
(
-

己
負
担
が
か
か
り
ま
す
。 

旦

に

科 

サ
j
ビ
ス
利
用
料
の
免
除
対
象
韻
“ 
i
 

と
な
る
方
で
、
介
護
保
険
利
用
者
輔
る
“
も 

負
担
額
減
額•

免
除
認
定
証
の
_ 

i
r
-
1
1
4 

請

を

さ

れ

て

い

な

い

方

は

、

必

要

傲

患

b

お 

書

類

と

印

か

ん

を

持

っ

て

市

役

所

權

に

で

纖 

健

康

福

祉

課

に

申

請

し

て

く

だ

さ

介

戸

ま

継」
 

1
o 

し .
下
表
®
に
該
当
さ
れ
る
方
の
ぅ
ち
、
相
馬
市
が
発
行
し
た 

り
災
証
明
書(

全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
半
壊
に
限
る)

の
交 

付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
申
請
が
な
く
て
も
認
定
証
を
発
行 

し
ま
す
。
ま
だ
、
り
災
証
明
書
の
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方 

は
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

•

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
で
も
下
表
に
該
当
す
る 

場
合
は
、
免
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

•
住
所
と
今
い
る
と
こ
ろ
が
異
な
る
場
合
は
、
健
康
福
祉
課 

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

.
認
定
証
の
発
行
は
、
後
日
に
な
り
ま
す
。 

介
護
保
険
利
用
者
負
担
額
減
免
•
免
除
認
定
証
を
発
行
し
ま
す 

支
払
つ
て
し
ま
つ
た 

利
用
料
を
返
還
し
ま
す 

広報そう 

利
用
料
の
免
除
対
象
と
な
る
方 

で
、
震
災
の
日
か
ら
6
月
3
0
日
ま 

で
、
介
護
事
業
所
に
利
用
料
を
支 

払
っ
た
場
合
は
、
そ
の
額
を
返
還 

し
ま
す
の
で
、
健
康
福
祉
課
に
申 

請
し
て
く
だ
さ
い
。 

•
持
参
す
る
も
の
•
領
収
書
• 

印
か
ん
•
本
人
の
通
帳(

領
収
書 

を
な
く
さ
れ
た
方
は
、
介
護
事
業 

所
か
ら
支
払
証
明
書
を
再
発
行
し 

て
も
ら
つ
て
き
て
く
だ
さ
い)

 

H23 

施
設
サ
丨
ビ
ス
を
利
用
し
た
方
に 

食
費
•
居
住
費
の
自
己
負
担
分
が
補
助
さ
れ
ま
す 

利
用
料
の
免
除
対
象
と
な
る
方 

で
、
火
の
日
か
ら
8
月
M
日
ま 

で
の
間
に
介
護
施
設(

特
別
養
護 

老
人
ホ
丨
ム
、
老
人
保
健
施
設
な 

ど
シ
ヨ
^—

ト
ス
テ
イ
を
含
む)

 

サ
j
ビ
ス
を
利
用
し
た
方
に
は
、 

食
費
お
よ
び
居
住
費
の
自
己
負
担 

額
が
補
助
さ
れ
ま
す
。 

該
当
さ
れ
る
方
は
、
認
定
証
を 

発
行
し
ま
す
の
で
、
被
保
険
者 

証
、
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定 

証(

お
持
ち
の
場
合)

を
持
っ
て
、 

健
康
福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ 

ヽo
 

し ※
相
馬
市
が
発
行
し
た
り
災
証
明 

書(
全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
半 

壊
に
限
る)

の
交
付
を
受
け
て 

い
る
方
は
、
申
請
が
な
く
て
も 

認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。 

免
除
対
象
と
な
る
方
が
、
7
月 

1
曰
か
ら
8
月
3
1
曰
ま
で
介
護
施 

設
を
利
用
し
た
場
合
は
、
施
設
に 

対
し
自
己
負
担
額
を
支
払
ぅ
必
要 

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

な
お
、
震
災
の
曰
以
降
す
で
に 

支
払
っ
た
食
費•

居
住
費
の
自
己 

負
担
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
を 

返
還
し
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方 

は
、
領
収
書
、
印
か
ん
、
本
人
の 

通
帳
を
持
つ
て
市
役
所
健
康
福
祉 

課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

介
護
保
険
利
用
料
免
除
に
関
す
る
お
知
ら
せ 

問
い
合
わ
せ
先 

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係(

S
f
;
:
i
3
0
6
5)

 

ま © 
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被
災
住
宅
の
補
修
や
再
建 

の
無
料
相
談
を
実
施 

一
般
財
団
法
人
ふ
く
し
ま
建
築 

住
宅
セ
ン
タ
ー
で
は
7
月
1
日
か 

ら
、
被
災
者
か
ら
の
住
宅
の
補 

修
•
再
建
な
ど
の
相
談
に
無
料
で 

お
応
え
し
て
い
ま
す
。 

《

相
談
例》

 

•
基
礎
に
ヒ
ビ
が
入
っ
て
し
ま
っ 

た
。
•
内
装
に
ヒ
ビ
が
入
っ
て
し 

ま
っ
た
。
•
瓦
が
割
れ
た
、
ず
れ 

た
。
•
家
が
傾
い
て
し
ま
っ
た
。 

な
ど 

【

相
談
業
務
内
容】

 

•
相
談
専
用
フ
リ
丨
ダ
イ
ヤ
ル 

ふ
く
し
ま
建
築
住
宅
セ
ン
タ
丨 

本
部 

•
フ
リ
丨
ダ
イ
ヤ
ル
0
8
0
0 

—
—

8
o
〇—

—

8
5 
5 
3 

•
受
付
時
間
8
時
3
0
分〜

1
7
時 

(

土
、
日
曜
、
祝
日
を
除
く)

 

【

相
談
窓
口】

 

•
現
地
相
談
所
南
相
馬
市
原
町 

区
錦
町
1
丁
目
2
5
ア
ー
ス
ム 

1
階
イ
べ
ン
ト
コ
^
ナ
^“

 

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
ご
予
約
の 

ぅ
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

•
フ
リ
丨
ダ
イ
ヤ
ル
0
8
0
0 

—

 

8
〇
〇
1
3 
9 
2
〇 

【

対
面
相
談】

 

•
受
付
時
間
2
時〜

1
6
時 

※
？
月
1
日
か
ら
7
月
3
1
日
ま
で 

は
、
水
曜
日
を
除
き
開
設
し
ま 

す
。 

※
8
月
1
日
か
ら
は
、
週
2
回(

月 

曜
、
金
曜)

に
開
設
し
ま
す
。 

【

現
地
で
の
相
談(

随
時)

】
 

被
災
者
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
、 

随
時
現
地
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

※
相
談
業
務
は
、
ー
級
建
築
士
が 

対
応
し
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
一
般
財
団
法 

人
ふ
く
し
ま
建
築
住
宅
セ
ン
タ
丨 

(
s
o 
2 
4
1
5 
7 
3—

 
o 
1
1 

8 

f
a
x
〇
2
4―

5
7
3—

 

〇
1
6
〇)

 

被
災
者
向
け
市
営
住
宅
団
地 

入
居
者
募
集 

被
災
者
向
け
の
市
営
住
宅
団
地 

の
入
居
申
込
み
を
次
に
よ
り
受
け 

付
け
ま
す
。 

•
入
居
の
条
件 

•
住
宅
の
応
急
修
理
制
度
を
利
用 

し
て
お
ら
ず
、
応
急
仮
設
住
宅
. 

I
s
島
県
借
上
住
宅
.
雇
用
促
進
住 

宅
へ
入
居
し
て
い
な
い
方 

•
住
家
が
全
壊
、
全
焼
、
流
出
、 

ま
た
は
原
子
力
災
害
に
よ
る
避
難 

者
の
方 

•
自
ら
の
資
力
で
再
建
で
き
な
い 

方 ※
平
成
M
年
3
月
U
曰
の
時
点
で 

市
内
に
住
民I

示
の
あ
る
、
妊
婦 

.
4
歳
以
下
の
子
ど
も
•
身
体 

障
が
い
者•

乃
歳
以
上
の
高
齢 

者
の
い
る
世
帯
を
優
先
し
ま
す
。 

【

募
集
団
地】

 

•
刈
敷
田
団
地(

新
沼
字
刈
敷
田 

1 
7 

7 

•
タ
イ
プ
3
L
D
K 

(

3
階)

 

•
募
集
戸
数
1
戸 

•
家
賃
1
9
、
3
0
0
円〜

2 

8
、
8 

o
o
円(

最
大
2
年
無
料)

 

•
学
区
中
村
第
一
一
小
学
校
、
中 

村
第
一
一
中
学
校 

•
駐
車
場
ー
台 

•
刈
敷
田
団
地(

新
沼
字
刈
敷
田 

1 
7 

•
タ
イ
プ
3
L
D
K 

(

3
階)

 

•
募
集
戸
数
1
戸 

•
家
賃
1
9
、
6
0
0
円〜

2 

9
、
2 

o
o
円(

最
大
2
年
無
料)

 

•
学
区
中
村
第
一
一
小
学
校
、
中 

村
第
一
一
中
学
校 

•
駐
車
場
ー
台 

※
家
賃
と
は
別
に
管
理
費•

水
道 

光
熱
費
は
自
己
負
担
。 

•
申
込
期
間
7
月
は
日(

火)
 

〜

8
月
1
日(
月)

 

•
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先
建 

築
課
住
宅
管
理
係(

S
3
7
2 
1
7 

9)
 

市
営
住
宅
団
地 

入
居
者
募
集 

市
営
住
宅
団
地
の
入
居
申
込
み 

を
次
に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。 

【

募
集
団
地】

 

•
黒
木
田
団
地(

中
野
字
黒
木
田 

1 
5 
2 
— 
-~

_) 

•
タ
イ
プ
2
L
D
K 

※
高
齢
者
な
ど
優
先 

•
募
集
戸
数
ー
戸 

•
家
賃
1
9
、
6
0
0
円〜

2 

9
、
2
0
0
R 

•
学
区
中
村
第
一
小
学
校
、
向 

陽
中
学
校 

•
駐
車
場
1
台 

•
黒
木
田
団
地(

中
野
字
黒
木
田 

1―

_ 
5 
2 
— 
-
_ 

J 

•
タ
イ
プ
3
L
D
K 

•
募
集
戸
数
1
戸 

•
家
賃
2 
2
、
9
0
0
円〜

3 

4
、
1
〇
〇
円 

•
学
区
中
村
第
一
小
学
校
、
向 

陽
中
学
校 

•
駐
車
場
ー
台 

※
入
居
に
あ
た
っ
て
は
、
所
得
や 

世
帯
構
成
な
ど
の
入
居
資
格
が 

あ
り
ま
す
。 

※
家
賃
と
は
別
に
管
理
費•

水
道 

光
熱
費•

駐
車
場
使
用
料
は
自 

己
負
担
。 

•
申
込
期
間
7
月
は
日(

火)
 

0
0

 
月
1
日 

f
u
u
)
 

•
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先
建 

築
課
住
宅
管
理
係(

S
m
2 
1
7 

9)
 青

少
年
健
全
育
成
市
民
会 

議
団
体
活
動
奨
励
金
交
付 

相
馬
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民 

会
議
で
は
、
市
内
青
少
年
健
全
育 

成
事
業
活
性
化
の
た
め
、
団
体
活 

動
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。 

希
望
す
る
団
体
は
、
次
に
よ
り 

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

•
交
付
金
額
事
業
費
の
一
一
分
の 

一
以
内
の
額(

予
算
の
範
囲
内)

 

•
該
当
す
る
事
業
青
少
年
育
成 

団
体
の
組
織
強
化
お
よ
び
健
全
育 

成
活
動
事
業 

•
提
出
書
類
事
業
計
画
書
、
事 

業
予
算
書(

様
式
あ
り)

 

•
申
請
期
間
8
月
1
日(

月)
 

〜

8
月
M
日(

水)
 

•
そ
の
他
決
定
に
つ
い
て
は
直 

接
連
絡
し
ま
す
。 

•
申
請
•
問
い
合
わ
せ
先
相 

馬
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議 

事
務
局(

教
育
委
員
会
生
涯
学
習 

課)
(

S
M
2
1
8
7)

 



保険年金課からのお知らせ 

平成23年度の国民健康保険税の税率が改正されます 

今回の改正は、衲税者の負担を軽減し、震災後の市民生活の安定のため、平均5%の引き下げとなります。 

平成22年度（改正前） 平成23年度（改正後) 

医療費分 
後期高齢者 

支援金分 
介護分 医療費分 

後期晶齢者 

支援金分 
介護分 

所得割 7.9% 2.6% 2.0% 所得割 7.5% 2. 5% 1.9% 

資産割 18. 3% 9. 7% 2.2% 資産割 17.4% 9.2% 2.1% 

均等割 21,800 円 5,800 円 6,200 円 
r 

均等割 20, 700 円 5, 500 円 5, 800 円 

平等割 28,300 円 7,900 円 6,800 円 平等割 26,800 円 7, 500 円 6,400 円 

畚国民健康保険税は、3つの区分があリます 

•医療費分とは、医療の給付を目的に賦課されます（加入者全員） 

7後期高齢者支援金分とは、後期高齢者医療への支援を目的に賦課されます（加入者全員） 

•介護分とは、介護保険の負担のために賦課されます（40歳〜64歳の方） 

•国民健康保険税は、世帯の人数、所得および資産によって計算されます 

•所得割；(前年所得額一基礎控除額3 3万円）X税率 

•資産割：固定資産税X税率 

•均等割； 1人あたりの額 x人数 

•平等割：1世帯あたりの額 

•国民健康保険税の計算方法 

例）50歳の夫婦と子ども1人の3人世帯の場合 

夫：相馬太郎5 0歳（平成 2 2年中の事業所得金額1 5 0万円 .平成 2 3年度固定資産税5万円） 

妻 ： 相 馬 花 子 5 0 歳 （ 収 入 • 資 産 な し ） 

子ども：相馬一郎19歳（学生） 

医療費分 後期高齢者支援金分 介護分 

所得割 
150万円-基礎控除33万円= 

課税所得117万円 

117 万円 X 7.5% = 

87,750 円 

117 万円 X 2.5%= 

29,250 円 

117 万円 X 1.9% = 

22,230 円 

資産割 固定資産税5万円 
5 万円 X 17.4% = 

8,700 円 

5 万円 X 9. 2% = 

4,600 円 

5 万円 X 2.1% = 

1,050 円 

均等割被保険者3名（介護該当2名） 
20,700 円 x 3 人 = 

62,100 円 

5, 500 円 X 3 人 = 

16, 500 円 

5,800 円 X 2 人 = 

11,600 円 

平等割 1世帯あたり 26,800 円 7,500 円 6,400 円 

合計額 (それぞれ100円未満切リ捨て） 185, 300 円 57,800 円 41,200 円 

平成2 3年度の国民健康保険税=2 8 4 , 300円 

【年税額の比較】 

年税額 
内 訳 

年税額 
医療費分 後期高齢者支援金分 介護分 

平成23年度（改正後） 284,300 円 185, 300 円 57,800 円 41,200 円 
平成22年度（改正前） 299,400 円 195, 200 円 60,500 円 43,700 円 

減額 A 15,100 円 A 9, 900 円 A 2,700 円 A 2,500 円 

H23. 7 . 1 5広報そうま ® 
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国民健康保険税賦課限度額が変更になリました 
平成23年度より、国民健康保険税賦課限度額（1世帯あたり年間に課税される保険税の限度額）が、下記の 

とおり変更になりました。 

平成2 2年度 

医療費分 50万円 

後期局齢者支接金分 13万円 

介護分 10万円 

合計 7 3万円 

平成2 3年度 

医療費分 51万円 

後期高齢者支援金分 14万円 

介護分 12万円 

ロロ厂 7 7万円 

入院時における「限度額適用•標準 
負担額認定証」の更新について 

国民健康保険の方 

この認定証の交付を受けている方は、医療機関の窓 

ロに保険証と一緒に提示することで、入院時に本人の 

負担する一部負担金が限度額で済みます。 

また、住民税非課税世帯の方は、入院時の食事代も 

減額されます。この認定証は、7月3 1日までの有効 

期限となるため、必要な方は更新の手続きをしてくだ 

さい。 

• 必 要 な も の • 印 か ん • 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証 • 

9〇曰を越えて入院をされている方（住民税非課税世 

帯に限る）はそれを確認できる書類（領収書など） 

• 更 新 時 期 7 月 2 5 曰 （ 月 ） か ら 随 時 

後期高齢者医療の方 

認定証の交付を受けている住民税非課税世帯の方は、 

入院時の食事代が減額されます。 

この認定証は、7月3 1曰までの有効期限となるた 

め、平成23年度も住民税非課税世帯で、必要な方は 

更新の手続きをしてください。 

•必要なもの •印かん •後期高齢者医療被保険者証 

•身分証明書（運転免許証など）※後期高齢者医療の 

方 の み • 90日を越えて入院をされている方はそれを 

確認できる書類（領収書など） 

• 更 新 時 期 7 月 1 5 日 （ 金 ） か ら 随 時 

後期高齢者医療被保険者証および 
国民健康保険高齢受給者証を郵送します 

現在、後期高齢者医療制度に加入の方がお持ちの後 

期高齢者医療被保険者証と、7 0歳から7 4歳の国民 

健康保険加入の方がお持ちの国民健康保険高齢受給者 

証は、7月31日までの有効期限となっています。 

市では、8月 1曰以降に使用できる新しい後期高 

齢者医療被保険者証.国民健康保険高齢受給者証を7 

月下旬に郵送します。 

お手元に届きましたら必ず住所•氏名をご確認のう 

えご使用ください。 

被保険者証などは、住所地に郵送します。仮設住宅 

などに入居され住所地を離れている方で、郵便物の転 

送のお手続きがお済みでない方は、郵便の転送のお手 

続きをお願いします。 

※有効期限が切れた古しヽ被保険者証は、保険年金課ま 

たは各出張所•公民館などで回収しますので、ご返 

却ください。 

•問い合わせ先 

保険年金課 国民健康保険係 

(S 37-2140) 

特
定
疾
患
等
で
治
療 

を
受
け
て
い
る
方
へ 

見
_
金
を
支
給
し
ま
す 

市
で
は
、
8
月
1
曰
現
在
で
市 

内
に
住
所
を
有
す
る
特
定
疾
患
な 

ど
で
治
療
を
受
け
て
い
る
方
に
、 

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。 

該
当
す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ 

さ
い
。 

•
支
給
対
象
者 

•
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証(

福 

島
県
知
事
発
行)

所
持
者 

•
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究 

事
業
認
定
証(

福
島
県
知
事
発 

行)

所
持
者 

•
現
在
、
慢
性
透
析
療
法
を
受
け 

て
い
る
方 

•
見
舞
金
額
2
万
円(

金
融
機 

関
の
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す)

 

•
申
請
場
所
健
康
福
祉
課(

市 

役
所
分
庁
舎
1
階)

 

•
受
付
時
間
8
時
3
0
分〜

1
7
時 

•
申
請
期
間 

8
月
1
日(

月)
 

〜

8
月
は
日(

月)
 

※
土
日
を
除
く
。 

•
持
参
す
る
も
の
•
印
か
ん
• 

前
記
各
種
証
明
書
そ
の
他
証
明
で 

き
る
も
の
•
健
康
保
険
証
•
支
給 

対
象
者
本
人
の
通
帳 

•
申
請
•
問
い
合
わ
せ
先
健
康 

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係(

S
3
7
2 

1
0
9)

 



H23. 7 . 15広報そうま® 

胃
が
ん
施
設
検
診 

を
実
施
し
ま
す 

市
で
は
胃
が
ん
施
設
検
診
を
実 

施
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方 

は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め 

に
も
、
年
1
回
は
検
診
を
受
け
ま 

し
よ
ぅ
。
ま
た
、
精
密
検
査
に
な
つ 

た
場
合
は
、
必
ず
医
療
機
閉
を
受 

診
し
ま
し
よ
ぅ
。 

會
検
診
期
間
8
月
。
日(

月)
 

〜

1
0
月
四
日(

土) 

•
申
込
期
間 

8
月
1
日(

月)
 

〜

1
0
月
祝
日(

金) 

※
各
医
療
機
関
の
定
員
に
な
り
次 

第
締
め
切
り
ま
す
。 

•
対
象
者
4
0
歳
以
上
で
市
内
に 

住
所
の
あ
る
方(

職
場
な
ど
で
胃 

が
ん
検
診
を
実
施
す
る
方
、
妊
娠 

中
の
方
は
除
く)

 

※
胃
の
病
気
で
治
療
中
の
方
、
胃 

の
手
術
を
さ
れ
た
方
は
、
主
治 

医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

參
個
人
負
担
金 

2
、
9
〇
〇
円 

7
0
歳
以
上
の
方
は
無
料)

 

•
検
査
内
容
胃
エ
ッ
ク
ス
線
検 

査(

バ
リ
ウ
ム
造
影)

ま
た
は 

胃
内
視
鏡
検
査(

胃
カ
メ
ラ)

 

•
実
施
医
療
機
関
•
阿
部
ク
リ 

_1

ッ
ク
•
柏
村
内
科
胃
腸
科
•
杉 

本
医
院
•
相
馬
中
央
病
院
•
早
川 

医
院
•
ふ
な
ば
し
内
科
ク
リ11

ツ 

ク
•
米
村
胃
腸
科
内
科
医
院
•
わ 

た
な
べ
内
科
•
胃
腸
科
•
公
立
相 

馬
総
合
病
院(

胃
内
視
鏡
検
査
の 

み)
 

•
申
込
み
方
法 

【

胃
エ
ッ
ク
ス
線
検
査】

 

実
施
医
療
機
関
窓
口
に
直
接
お 

申
込
み
い
た
だ
く
か
、
保
健
セ
ン 

タ
丨
に
電
話
ま
た
は
来
所
し
て
く 

だ
さ
い
。 

【

胃
内
視
鏡
検
査】

 

実
施
医
療
機
関
窓
口 (

公
立
相 

馬
総
合
病
院
を
除
く)

に
、
直
接 

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。(

所
定
の 

用
紙
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま 

す)
 

※
初
め
て
胃
内
視
鏡
検
査
を
受
け 

る
方
、
公
立
栢
馬
総
合
病
院
で 

検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保 

健
セ
ン
タ
丨
に
ご
本
人
が
来
所 

し
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

•
施
設
検
診
と
は 

•

登
録
医
療
機
関
で
検
査
を
行
い 

ま
す
。
結
果
は
、
検
査
を
実
施
し 

た
医
師
の
ほ
か
、
登
録
医
療
機
関 

の
複
数
の
医
師
で
判
定
し
ま
す
。 

•
胃
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
と
胃
内
視 

鏡
検
査
の
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
こ
と 

が
で
き
ま
す
。 

•
検
診
の
期
間
に
幅
が
あ
り
、
受 

診
す
る
日
程
を
調
整
し
や
す
く 

な
つ
て
い
ま
す
。 

※
胃
が
ん
集
団
検
診(

バ
ス
で
の 

胃
エ
ッ
ク
ス
線
検
査)

は
、
U 

月
ぶ
日
か
ら
じ
月
7
日
ま
で
実 

施
予
定
で
す
。 

す
で
に
胃
が
ん
集
団
検
診
の
お 

申
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、
n 

月
に
ご
案
内
し
ま
す
" 

•
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン 

タ
1(

S
3
5
4 
4 
7 
7)
 

平
成
2
3
年
度
子
宮
が
ん 

施
設
検
診
を
実
施
し
ま
す 

市
で
は
、
子
宮
が
ん
施
設
検
診 

を
次
の
と
お
り
行
つ
て
い
ま
す
。 

申
込
み
さ
れ
た
方
に
は
、
す
で 

に
個
人
通
知
を
し
ま
し
た
が
、
こ 

れ
か
ら
申
込
み
を
さ
れ
る
方
は
、 

保
健
セ
ン
タ
丨
に
ご
連
絡
く
だ
さ 

r

〇 
し •

対
象
者 

®
本
年
4
月
1
日
現
在
、
満
况
歳 

以
上
の
女
性
で
偶
数
年
齢
の
方 

(

例
卩
2
2
•
別•

4
2
歳
な
ど)

 

©
平
成
m
年
度
の
該
当
者(

本
年 

4
月
1
曰
現
在
、
奇
数
年
齢
の 

方)
で
平
成
ぬ
年
度
中
に
受
診
で 

き
な
か
っ
た
方 

©
平
成
2
3
年
度
子
宮
が
ん
集
団
検 

診
を
申
し
込
ま
れ
た
方 

※
集
団
検
診
が
延
期
と
な
っ
て
い 

ま
し
た
が
、
平
成
M
年
度
は
、 

施
設
検
診
で
対
応
し
ま
す
。 

@
が
ん
検
診
推
進
事
業
の
該
当
者 

(

平
成
2
3
年
4
月
％
日
現
在
当
市 

に
住
所
の
あ
る
方)

 

•
2
0
歳=

平
成
2
年
4
月
2
日〜

 

平
成
3
年
4
月
ー
日
生 

•
2
5
歳
=
昭
和
6
0
年
4
月
2
日〜

 

昭
和S

年
4
月
ー
日
生 

•
如
歳
=
昭
和
5
5
年
4
月
2
日〜

 

昭
和
5
6
年
4
月
1
日
生 

•
邪
歳
=
昭
和
5
0
年
4
月
2
日〜

 

昭
和
5
1
年
4
月
1
日
生 

•
扣
歳
=
昭
和
4
5
年
4
月
2
日〜

 

昭
和
妨
年
4
月
1
日
生 

※
平
成
リ
年
斗
月
！
日
現
在
の
年 

齢
で
す
。 

•
検
診
間
隔
隔
年(

2
年
に
ー 

回)
 

•
実
施
医
療
機
関
.
実
施
期
間 

I..

.
あ
ら
き
産
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

卩
平
成
2
3
年
1
2
月
2
4
日
ま
で 

•
公
立
相
馬
総
合
病
院(

産
婦
人 

科)

=
平
成
2
3
年
1
2
月
2
2
日
ま
で 

•
料
金 

®
自
己
負
担
額
1
、
7 
0 
0
円 

(

T
O
歳
以
上
の
方
お
よ
び
が
ん
検 

診
推
進
事
業
の
該
当
者
は
、
無 

料)
 

©
体
が
ん
検
診(

自
覚
症
状
が 

あ
り
、
医
師
が
認
め
た
場
合
の
み 

該
当)

を
受
け
た
方
は
、|

円
追 

加
に
な
り
ま
す
。(

7
0
歳
以
上
の 

方
は
、
無
料)

 

※
来
年
度
該
当
に
な
る
方
や
卻
歳 

未
満
の
方
で
、
不
正
出
血
な
ど 

気
に
な
る
症
状
を
認
め
る
と
き 

は
、
専
門
の
産
婦
人
科
を
受
診 

す
る
よ
ぅ
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

•
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先
保
健 

セ
ン
タ
ー(

s
%
4
4
7
7)

 

都
市
計
画
審
議
会
委
員
募
集 

都
市
計
画
審
議
会
と
は
将
来
の 

都
市
の
未
来
像
を
決
め
る
に
あ
た 

り
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
審
讓 

す
る
機
関
で
す
。 

今
回
、
相
馬
市
都
市
計
画
審
議 

会
の
委
員
の
一
部
を
市
民
の
皆
さ 

ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。 

•
募
集
人
数
2
名 

•
任
期
2
年 

•
応
募
資
格 

•
平
成
ぬ
年
6
月
3
0
日
現
在
、
満 

2
0
歳
以
上
の
方 

•
街
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方 

•
平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き 

る
方(

年
2
回
程
度)

 

•
議
員
、
公
務
員
で
な
い
方 

•
特
定
の
主
義
主
張
を
公
表
す
る 

目
的
を
も
た
な
い
方 

•
記
入
事
項(

任
意
様
式)

 

•
郵
便
番
号
•
住
所
•
氏
名(

ふ 

り
が
な)

•
性
別
•
生
年
月
日
• 

電
話
番
号(

携
帯
電
話
可)

•
職 

業(

勤
務
先)

•
応
募
の
動
機(

簡 

潔
に)

 

•
応
募
方
法
持
参
提
出
、
郵
送 

•
応
募
締
切
7
月
ぬ
日(

金)
 

•
そ
の
他
会
議
に
出
席
の
場
合 

は
、
委
員
報
酬
を
お
支
払
い
し
ま 

す
。 

_
応
募
•
問
い
合
わ
せ
先
都
市 

整
備
課
都
市
計
画
係(

a
m
2 
1 

G 
1)

 



相馬市からのお知らせを 

. ラ ジ オ で 放 送 し て い ま す 

芒ラまさL1がUエフエム 

周波数：76.6 メガヘルツ 

‘ 放送時間ニ常時 

定 時 放 送 は 9 時 、 1 3 時 、 1 7 時 

® 広 報 そ う ま H 2 3 . 7.15 

新しい保健協力員が決まりました 

新しい保健協力員が決まり、6月24日に委嘱状が交付されました。 

保健協力員の任期は、平成23年度から平成25年度までの2年間です。 

協力員のみなさんには、各種検診実施時の協力、乳幼児健診でのお子さんの世話、献血事業への協力など、地 

域の健康づくりのお手伝いをしていただきます。 

相馬市保健協力員名簿（平成23年度〜平成25年度) 

区分 氏 名 区分 氏 名 区分 氏 名 q 
西部1区 影山 久美子 大野1区 本 田 ト ミ | 磯部1区 鈴木 千賀子 j 
西部2区 百瀬 晴子 大野2区 中塚 文子 磯部2区 狩野 栄子 d 
西部3区 木田 悦子 大野3区 阿部 睦子 磯部3区 寺島 三枝子 

西部4区 高村 美禾ロ子 大野4区 青田 京子 磯部4区 - — J 
西部5区 清水 秀子 大野5区 佐藤 悦子 磯部5区 高力 登志子 q 
西部6区 齋藤 由美子 大野6区 杉本 ちか子 磯部6区 

-

— • 
西部7区 村上 ミチ子 大野7区 只野 和子 山上1区 後藤 京子 

西部8区 佐藤 あい子 大野8区 杉本 裕子 山上2区 島 凉子 d 
西部9区 太田 仁子 大野9区 八巻 明美 山上3区 渡邊 法子 d 
西部10区 平野 けし、 飯豊1区 渡部 綾子 山上4区 菅野 信子 d 
西部11区 菊地 榮子 飯豊2区 高橋 トミ子 山上5区 荒 信子 d 
西部12区 菅野 陽子 飯豊3区 伊関 美貴子 山上6区 高玉 美校ナ 

中部1区 米本 きよ子 飯豊4区 坂本 秀子 山上7区 門馬 昭子 」 
中部2区 青田 和子 飯豊5区 阿部 美智子 山上8区 渡邊 まゆみ 

中部3区 齋川 ヨシ子 飯豊6区 飛田 るみ子 山上9区 佐藤 サク子 

中部4区 高力 チョ 飯豊7区 靄戸 洋子 山上10区 伊東 千惠 

中部5区 S 谷 禮子 八幡1区 谷ロ 光子 

中部6区 鈴木 京子 八幡2区 管野 フヂ子 た 
中部7区 宍戸 基恵子 八幡3区 門馬 元子 蘇 式卜 1 | 

中部8区 佐藤 恵美子 八幡4区 荒 トシイ 4 
東部1区 宍戸 孝子 八幡5区 佐藤 テル子 

3 體6
:

: 
東部2区 立谷 千鶴子 八幡6区 飛田 チイ子 — 

CM 1 G i 
東部3区 菊地 トシ子 八幡7区 佐藤 セイ子 V 

m 
J 

東部4区 佐藤 惠子 日立木1区 久米本 ミチ子 「 m i 
東部5区 伊藤 和子 日立木2区 ± 4 みよ レ A W 
玉野1区 島 サダ子 日立木3区 佐藤 友子 

o 
せ 

玉野2区 酒井 昭子 日立木4区 荒 とく子 

玉野3区 大橋 みどり 日立木5区 前山 一子 問い合わせ先 

玉野4区 土屋 多津子 日立木6区 木幡 豊子 保健センター（ S 35-4477) 

生
命
保
険
協
会
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

生
命
保
険
会
社
は
保
険
料
払
込 

猶
予
な
ど
の
特
別
取
扱
い
に
つ
い 

て
、
ご
契
約
者
様
に
ご
案
内
し
て 

い
ま
す
。
ま
だ
連
絡
が
な
い
場
合 

は
、
ご
加
入
の
生
保
会
社
に
ご
連 

絡
く
だ
さ
い
。 

加
入
し
て
い
る
契
約
が
分
力
ら 

な
い
場
合
は
、
災
害
地
域
生
保
契 

約
照
会
セ
ン
タ
ー(

0
1
2 
0
1 

0
0
1
7
3
1)

ま
で
お
問
い
合 

わ
せ
く
だ
さ
い
。
全
て
の
生
命
保 

険
会
社
に
お
け
る
ご
契
約
の
有
無 

を
お
調
べ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
社
団
法
人 

生
命
保
険
協
会
生
命
保
険
相
談
所 

(

S
0 

1
2
0
1
2 

2 
6
1
o 

2 

6)
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• 発 売 期 間 令 

友 恐 圖 

この宝くじの収益金は 
盍災復興のために使われま 

1 ^ 

パ へ 

| 

ハ 

4 ^ 
ゴールデンウィーク時の様子 

H23. 7. 

尾瀬檜枝岐温泉震災支援事業のご紹介 

東日本大震災によりお亡くなりなられた方々に漂 

くお悔やみ申し上げますとともに、被災されたすベ 

ての方々にお見舞いを申し上げます。また、原発事 

故により不便な生活を余儀なくされている方々に心 

よリお見舞いを申し上げます。 

この度、尾瀬檜枝岐温泉では、相馬市ほか福島県 

内15市町村の方を対象に、震災支援事業としまし 

て観光協会加盟宿泊施設を特別料金でご利用いただ 

けることと致しました。 

ぜひこの機会に涼しい檜枝岐へお越しください。 

(施設での割引料金の設定と檜枝岐村の助成制度に 

て実施するものです） 

•宿泊施設 

• 尾 瀬 の 山 小 屋 1 泊 2 食 大 人 4 , 0 0 0 円 

• 旅 館 1 泊 2 食 施 設 に よ り 

大人4,000〜7,000円程度 

• 民 宿 1 泊 2 食 施 設 に よ り 

大人3,000〜4,000円程度 

•キャンプ場などそれぞれの施設の通常料金の 

おおよそ4割の料金 

※山小屋_旅館•民宿はそれぞれ小学生料金あり。 

※宿泊者には、お食事割引券300円分、お土産割引 

券300円分をそれぞれ2枚進呈。（キャンプ場は 

それぞれ1枚）1泊増すごとにさらに1枚を進呈。 

•事業期間 

7月1日（金）〜平成24年3月31日（土） 

※ただし、ご宿泊のお申し込みが1万人を越えた時 

点で終了とさせていただきます。 

•利用方法 

尾瀬檜枝岐温泉観光案内所へお申し込みください。 

(それ以外のお申し込みの場合や旅行代理店様経由 

のお申し込み、福島県などによる補助制度または共 

済組合などの助成制度との重複割弓Iは対象外になリ 

ます） 

•申込 •問い合わせ先 

尾瀬檜枝岐温泉観光協会 

〒 967-0525 

福島県南会津郡檜枝岐村字下ノ原887-1 

S 0241-75-2432 • FAX0241-75-2336 

t メ——ノレ info@oze-info.jp 

※チェックイン時に、ご本人の住所が確認できるも 

の【被災（り災）証明書•保険証•免許証など】 

をご持参ください。 

ン
、
ノ 
.“

ガ
サ
ポ
^
ト
し
ま
す
-)

 

•
後
援
相
馬
市 

•
問
い
合
わ
せ
先
•
豊
田
勝
義 

(

a
o 

9 

1
3
0
9
0 
1
3
3 

4 

9)

 

•
健
康
福
祉
課(

S
3
7
2 
1 

9 

2
} 

お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
！ 

心
の
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
丨
ト 

全
固
の
ラ
イ
フ
セ
^—

、
ハ
.—

有
志 

に
よ
る
T
E
A
M
S
.
〇
• 
S 

(

チ
丨
ム
エ
ス
オ
丨
エ
ス)

が
、 

ゴ—

ル
デ
ン
ウ
ィ
丨
ク
に
引
き
続 

き「

心
の
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
^~

ト」
 

を
開
催
し
ま
す
。 

被
災
者
同
士
が
話
を
で
き
る
場 

と
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
融
合
す 

る
場
で
す
。
思
い
を
分
か
ち
合
い 

震
災
の
心
的
ス
ト
レ
ス
を
少
し
で 

も
和
ら
げ
る〈

心
の
ふ
れ
あ
ぅ
時 

間〉

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

•
実
施
期
間
7
月
3
0
日(

土)

. 

M 
日(

日)
•

 

8
月
2
0
日(

土)
.
 

2
1
日(

日)
 

•
場
所
老
人
憩
の
家
清
流
荘 

(

山
上
字
尖
森)

 

•
時
間
9
時〜

1
6
時 

•
参
加
要
件
大
震
災
で
被
災
さ 

れ
た
方
の
ほ
か
、
老
若
男
女
、
ど 

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

•
参
加
方
法
申
し
込
み
の
必
要 

は
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
会
場
へ
お 

越
し
く
だ
さ
い
。 

•
主
な
活
動
内
容
•
子
ど
も=

 

屋
外
で
の
ゲ
丨
ム
や
遊
び
。
•
大 

人=

円
卓
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
丨
シ
ョ
ン 

に
ょ
る
語
ら
い
。
•
お
年
寄
り=

 

散
歩
や
軽
運
動
で
の
気
分
転
換
や 

談
話
。 い

ず
れ
も
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
メ 

mailto:info@oze-info.jp
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相
馬
看
護
専
門
学
校 

学
校
説
明
会
を
開
催 

平
成
2
4
年
度
相
馬
看
護
専
門
学 

校
の
学
生
募
集
に
あ
た
り
、
受
験 

希
望
者
を
対
象
に
学
校
説
明
会
を 

開
催
し
ま
す
。 

•
日
時
v
s
月
3
日(
水)

〜
 

8
月
5
日(

金)

の
3
日
間 

•
各
日
と
も
1
3
時
3
0
分〜

1
5
時 

•
会
場
相
馬
看
護
専
門
学
校 

(

石
上
字
南
姥
沢
3 
4 
4)

 

•
対
象
者
本
校
を
受
験
希
望
す 

る
方(

高
校
生
、
一
般
は
問
い
ま 

せ
ん)

 

•
開
催
内
容
学
校
紹
介
、
募
集 

要
項
の
説
明
、
学
校
内
見
学
、
質 

問
•
相
談
コ
ー
ナ
丨
な
ど 

•
申
込
方
法
高
校
生
の
方
は
、 

各
高
等
学
校
進
路
指
導
担
当
の
先 

生
へ
、
一
般
の
方
は
、
相
馬
看
護 

専
門
学
校
総
務
係
へ
、
そ
れ
ぞ
れ 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
相
馬
看
護 

専
門
学
校
総
務
係
s
^
8
1
1 

8)
 

7
月
1
6
日〜

2
5
日
の
1
0
日
間 

夏
の
交
通
事
故
防
止 

県
民
総
ぐ
る
み
運
動 

夏
は
、
暑
さ
や
行
楽
に
よ
る
疲 

労
、
開
放
感
に
よ
る
無
謀
運
転
な 

ど
の
増
加
に
伴
ぅ
交
通
事
故
が
多 

発
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

ド
ラ
イ
バ
丨
は
、
子
ど
も
と
高
一 

齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
と
い 

う
思
い
や
り
を
も
っ
た
運
転
に
つ 

と
め
ま
し
よ
う
。 

ま
た
、
タ
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に 

か
け
て
高
齢
歩
行
者
な
ど
が
被
害 

と
な
る
重
大
事
故
が
多
発
し
て
い 

る
こ
と
か
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
速 

度
を
落
と
し
、
原
則
上
向
き
ラ
イ 

ト(

幻
惑
防
止
の
た
め
、
こ
ま
め 

な
切
り
替
え)

で
歩
行
者
な
ど
の 

早
め
の
発
見
に
つ
と
め
ま
し
よ
う
。 

歩
行
者
な
ど
は
、
車
の
ラ
イ
ト 

が
見
え
た
ら
無
理
な
横
断
な
ど
を 

し
な
い
こ
と
を
心
が
け
ま
し
よ
う
。 

•
ス
ロ
I
ガ
ン 

「

安
全
運
転
コ
コ
ロ
の
ベ
ル
ト 

も
引
き
締
め
て」

 

•
運
動
の
基
本
子
ど
も
と
高
齢 

一
者
の
交
通
事
故
防
止 

•
運
動
の
重
点
事
項 

1
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル 

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し 

い
着
用
の
徹
底 

2
悪
質•

危
険
な
運
転
の
根
絶 

3
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進 

•
問
い
合
わ
せ
先
相
馬
市•

相 

一
馬
市
交
通
対
策
協
議
会(

S
3
7
2 

1
4
4 

)
 

ド
ラ
イ
バ
I
総
参
加
の
セ
丨
フ 

テ
ィ
チ
ャ
レ
ン
ジ
参
加
者
募
集 

福
島
県
交
通
対
策
協
議
会
お
よ 

び
福
島
県
交
通
安
全
協
会
で
は
、 

「

セ
ー
フ
テ
ィ
チ
ャ
レ
ン
ジ」

参 

加
者
を
募
集
し
ま
す
。 

こ
の
事
業
は
、
交
通
安
全
意
識|

 

の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
事
業j

 

経
費
の
一
部
を
東
日
本
大
震
災
復 

興
義
援
金
と
し
て
支
援
し
ま
す
。 

•
実
施
期
間
8
月
1
日(

月)
 

〜

1
2
月
M
日(

土) 

•
実
施
内
容
参
加
チ
丨
-
^
に
よ 

る
期
間
中
の
安
全
運
転(

無
事 

故
•
無
違
反)

達
成
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。 

•
参
加
資
格 

1
県
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す 

る
ド
ラ
イ
バ 
一—

3
名
で
構
成
さ
れ 

た
チ
1
-1(

年
齢
制
限
な
し)

 

2
構
成
員
全
員
が
運
転
免
許
証 

を
有
し
、
日
常
的
に
自
動
車(

原 

付
自
転
車
を
含
む)

を
運
転
し
て 

い
る
こ
と
。 

•
参
加
料
1
チ
ー
ム
1
、
5
0 

o
円 

•
記
念
品
の
贈
呈
期
間
中
、
無 

事
故
•
無
違
反
を
達
成
し
た
チ
ー 

ム
全
員
に
達
成
記
念
品
を
贈
呈
し 

ま
す
。
ま
た
、
無
事
故
•
無
違
反 

を
達
成
し
た
チ
丨
ム
の
中
か
ら
抽 

選
で
特
別
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。 

•
ベ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
賞
=
1
5
万 

1

円
相
当
の
商
品
券
3
本
ほ
か 

•
募
集
期
間
8
月
1
5
日(

月)
 

ま
で(

当
日
消
印
有
効)

 

•
申
込
方
法
参
加
者
は
、
所
定 

の
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記 

入
の
ぅ
え
、
現
金
1
、
5
0
0
円 

を
添
え
て
相
馬
地
区
交
通
安
全
協j

 

会
窓
口 

(

相
馬
警
察
署
内)

に
直j

 

接
申
込
む
か
、
ま
た
は
1
、
5
0 

o
円
の
郵
便
定
額
小
為
替
を
添
え 

て
所
定
の
封
筒
に
よ
り
福
島
県
交
一 

通
安
全
協
会
に
郵
送
し
て
く
だ
さ 

r
 
o
 

レ ※
申
込
用
紙
お
よ
び
所
定
の
封
筒 

は
、
相
馬
地
区
交
通
安
全
協
会
、 

市
生
活
環
境
課
に
あ
り
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
生
活
環
境
課 

市
民
生
活
係(

e
;
m
2
1
4
4)

 

消
防
職
員
を
募
集 

相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合 

で
は
、
平
成
M
年
4
月
1
日
付
け 

職
員
採
用
の
試
験
を
次
に
よ
り
行 

い
ま
す
。 

•
受
付
期
間
7
月
1
1
日(

月)
 

〜

8
月
1
2
日(

金) 

※
郵
送
の
場
合
は
、
8
月
^
日
の 

消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
有
効
。 

•
試
験
日
お
よ
び
会
場 

•
第
1
次
試
験
9
月
M
日(

日)
 

相
馬
看
護
専
門
学
校(

石
上
字
南 

一
姥
沢
3 
4 
4)

 

※
第
2
次
試
験
に
つ
い
て
は
、
第 

1
次
試
験
合
格
者
に
対
し
、
別 

途
通
知
し
ま
す
。 

•
試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人 

員
消
防
職(

8
名
程
度)

 

•
受
験
資
格
昭
和
5
9
年
4
月
2 

日
か
ら
平
成
6
年
4
月
1
日
ま
で 

に
生
ま
れ
た
方(

学
歴
は
問
い
ま 

せ
ん)

 

•
試
験
の
方
法 

•
第
1
次
試
験
H
教
養
試
験(

高 

校
卒
業
程
度)

、
体
力
試
験 

•
第
2
次
試
験=

作
文
試
験
、
個 

別
面
接
、
集
団
討
論
、
身
体
検
査 

•
受
験
手
続
申
込
用
紙
は
、
相 

馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
事 

務
局
、
相
馬
地
方
広
域
消
防
本 

部
、
相
馬
消
防
署
、
新
地
分 

署
、
南
相
馬
消
防
署
、
鹿
島
分 

署
、
飯
舘
分
署
に
お
い
て
交
付
し 

ま
す
。
組
合
ホ
^—

ム
ぺ
^~

シ
ヵ 

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
丨
ド
で
き
ま
す
。 

•
ホ
丨
ム
ぺ
丨
ジh

t
t
p
:
/
/
 

w
w
w
 
1
6
.
0
c
n
.
n
e
,
i
p
/
~
s
l
k
o
i
k
i
/
 

•
申
込
.
問
い
合
わ
せ
先
〒
9 

7
6—

8
6
0
1
中
村
字
大
手 

|

先
1
3
番
地
相
馬
地
方
広
域
市 

町
村
圏
組
合
事
務
局
総
務
課
総
務 

係(

S
3
5
0
2
1
1)

 



《8月の健診•相談会など》 

_施曰 

8 月 5曰（金） 

8月9日（火） 

8月11曰（木） 

8月1 2日（金） 

8月18曰（木） 

8月19日（金） 

8月23日（火） 

受付時間 

12 ： 30 〜1 3 ： 00 

9 ：15 〜 9 ： 40 

13 ： 0 0 ~ 13 ； 30 

12 ：15 〜1 2 ： 45 

13 ： 00 〜1 3 ： 30 

13 ： 30 〜1 6 ： 30 

9 •15 〜 9 ： 45 

会場保健センター（S 35-4477) 

事 業 名 

9〜 1 0か月児健診 

1歳児むし歯予防教室 

1歳6か月児健診 

3〜4か月児健診• BCG接種 

3歳児健診 

言語相談会※ 

育児相談会 

対 象 児 

平成2 2年 1 0月生まれ 

平 成 2 2 年 6 月 生 ま れ 

平 成 2 2 年 1 月 生 ま れ 

平 成 2 3 年 4 月 生 ま れ 

平成2 0 年 4 月 生 ま れ 

就学前の幼児（予約制） 
1

 ~
1

 “ ' “ — — ^ 円ノし'丨職石 希望者（乳幼児) 

※お子さんに、ことばが遅い、発音が気になるなど © 3歳児健診でむし歯のなかったお子さんは、丨
6
名で 

の心配がある場合は、専門の相談員が相談に応じます, 

定員が1回あたり3〜4人のため予約制となります。 

相談をご希望の方は、事前に保健センターにご連絡く 

ださい。 

參申込 •問い合わせ先保健センター（ s 35-4477) 

休日当番医 

した。 

7月17曰（曰） 八 巻 ク U ニ、 ノク 中村一丁目 |37-7117 

7月18曰（月） 大 石 医 院 中村宇大町 35-3451 

7月24曰（曰） 井 P 医 院 中村字桜ケ丘 36-2422 

7月31曰（曰） 
•— 

浜通りふれあい診療所沖ノ内一丁目 26-7100 

8月7曰（曰） 米村胃腸科内科医院 中村 一丁目|35-2880 

8月14曰（曰） 阿 部 クリ ニ、) ク 中村一丁目 35-2553 

※救急医療病院は公立相馬総合病院（s 36-5101) 

相馬中央病院（S 36-6611) 

休日歯科当番医 

ii層浴さん 磁 f e さ ん 
お お た け つ ぐ み 

@ *函*矗さん 

佐藤莉緒さん M M禧さん «暴さん 練 搭 遽 さ ん 

佐藤琉生さん さん 後藤輝一^!さん 俗ィ圭さん 

i i 言 さ ん im feiさん 糊 _ さ ん 観 賺 さ ん 

みんな素晴らしいね、むし歯セ、ロ、歯磨き頑張ろう！ 

「思し 

ネ 

ヽやり人も車も自転車も」 

目馬市内の交通事故発生状況 

発生件数 死者数 傷者数 
平成 2 3年 

6 月 
14 0 17 

累 計 
( 1月〜） 79 0 91 

前 年 

同 月 比 
-22 0 -48 

7月17曰（曰） あ べ 歯 科 医 院 馬 場 野 字 山 越 36-5511 

7月18曰（月） 西町歯科医院|南相馬市鹿島区 46-5534 

7月24曰（曰) 大 井 歯 科 医 院 中 村 字 大 手 先 35-0808 

7月3〗日（日） 梶 田 歯 科 医 院 中村ニ丁目 36-1551 

8月7日（日） 菅 野 歯 科 医 院 塚 ノ 町 ニ 丁 目 36-1525 

8月14日（日） 斉 藤 歯 科 医 院 中村字錦町 36-2625 

献 血 に ご 協 力 を 

月 曰 時 間 場 所 

7月31曰（曰） 12 ： 00 〜1 7 ： 00 ショッピングタウンベガイオン相馬店 

8月 3日（水） 

10 ： 00 〜1 2 ： 00 JAそうま相馬中村総合支店 

8月 3日（水） 13 ： 00 〜14 ： 30 株)サンエイ海苔 8月 3日（水） 

15 ： 30 〜1 6 ： 30 ソマ(株)相馬工場 

ii 

※診療時間は9:00〜16:00 

編集と発行；相馬市情報•課〒976 ~ 8 6 0 1相馬市中村字大手先13 Ta0244-37-2117 FAX0244-35-4196 

小-ムへ一ン http://www.city.soma.fukushima.jp/ Eメ-ル info@dty.soma.fukushima.jp 

H23. 7 . 1 5広報そうま沿 

n 

8月定例教育委員会開催 

傍聴を希望する方は、事前にお問し 

わせください。 

• 日 時 8 月 2 日 （ 火 ） 1 3 時 3 0 分 

• 場 所 市 役 所 5 階 第 4 委 員 会 室 

•問い合わせ先 

教 育 部 総 務 課 0 3 7 - 2 1 8 3) 

東
日
本
大
震
災 

無
料
法
律
相
談
会 

震
災
に
よ
り
、
法
律
問
題
で
お 

悩
み
の
方
を
対
象
に
無
料
法
律
相 

談
を
行
い
ま
す
。
ど
ん
な
相
談
で 

も
構
い
ま
せ
ん
。 

ど
ぅ
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ 

さ
い
。 

•
日
時
平
日
•
1
4
時〜
M
時 

•
場
所
市
役
所
分
庁
舎
第
1 

会
議
室(

2
階)

 

•
主
催
福
島
県
弁
護
士
会 

參
後
援
相
馬
市
四
団
体
協
議
会 

(

司
法
書
士
会•

行
政
書
士
会
. 

土
地
家
屋
調
査
士
会
•
税
理
士 

会)
 

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
お
受
け 

し
ま
す
。(

S
ガ
2
2
0
6)
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